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１．東北中央自動車道沿線の地域資源 【産業】

⃝ 東北中央道沿線地域は東北トップクラスの産業拠点で、特に情報通信機械器具の製造企業が集積。
⃝ 情報通信機械器具の出荷額は米沢市が東北１位、福島市が東北２位、伊達市が東北４位。
⃝ さらに沿線では工業団地の造成等の開発が進んでおり、東北中央自動車道を軸とした広域的な産業拠点形成に期待。

東北トップクラスの製造品出荷額を誇る東北中央道沿線地域
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▲ 東北中央道沿線地域の工業資源
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１．東北中央自動車道沿線の地域資源 【観光】

⃝ 福島市は飯坂温泉やあづま総合運動公園など西部を中心に観光地が点在し、近接する猪苗代町・二本松市を含むエリアは「山」を楽
しむ山岳リゾート地として年間1,487万人（R1）の観光客が訪れている。

⃝ 相馬市は松川浦やパークゴルフ場など沿岸部を中心に観光地が点在し、近接する新地町を含むエリアは「海」を楽しむ観光スポットとして
年間262万人（R1）の観光客が訪れ、松川浦付近には復興シンボルとなる浜の駅・こども公園がR2年度に相次いでオープン。

⃝ 米沢市は武将上杉家に由来する多くの観光名所が存在し、歴史と伝統文化を感じ、米沢牛等の美食を堪能できる人気の観光地。
⃝ 更に、東北中央道沿線地域には道の駅が相次いで開業し、観光周遊時の立寄りスポットとして多くの方が訪れている。

「海」を楽しむ相双地域、「山」を楽しむ福島県北地域

▲ 東北中央道沿線地域の観光資源
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※福島県主要観光地は10万人以上の観光客数（R1）を記載
※山岳エリア【福島市・二本松市・猪苗代町・北塩原村】
※海エリア【新地町・相馬市・南相馬市】
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R1観光入込客数
262万人/年

山岳リゾートエリア
R1観光入込客数
1,487万人/年

福島大笹生IC

福島JCT

伊達中央IC

桑折
JCT

相馬IC

尾浜こども公園
(R2.10オープン)

尾浜こども公園

浜の駅 松川浦

米沢市
R1観光入込客数
371万人/年

北泉海水浴場

鹿島カントリークラブ

野馬追通り銘醸館

道の駅南相馬

鹿狼山

原釜尾浜海水浴場

伝承鎮魂祈念館

宿泊体験館
きこり

いいたて村の
道の駅までい館

新地IC

新地町総合公園

セデッテかしま

新地町
海釣り公園



１．東北中央自動車道沿線の地域資源 【農業・畜産】

⃝ 福島県産の桃は全国２位の取扱量を誇り、県北地域の４市町（福島・伊達・桑折・国見）で県内の約９割を占めている。
⃝ 沿線地域は、全国トップクラスの果実生産量を誇るほか、米沢牛や献上桃、あんぽ柿などのブランド品も多く食材の宝庫である。
⃝ 沿線各地の「道の駅」には、それらの特産物を活かした魅力的な商品がならんでいる。

全国トップクラスの農産物（果樹・野菜）生産量を誇る東北中央自動車道沿線地域

米沢八幡原IC

米沢中央IC

山 形 県

宮 城 県

福 島 県

霊山IC

霊山飯舘IC

相馬玉野IC

相馬山上IC

伊達桑折IC

E13

E４

E13

相馬
中村神社

飯舘村川俣町

福島市

桑折町

伊達市

国見町
新地町

相馬市

米沢市

伊達中央IC

桑折
JCT

出典：各市町村HP,道の駅HP
▲ 東北中央道沿線地域の農業資源

【福島市】
もも、りんご、なし、
ぶどう、さくらんぼ 等

【新地町】
カレイ、小女子、
ニラ、ミニトマト 等

【桑折町】
りんご、もも 等

南相馬市

【南相馬市】
米、ブロッコリー、なし 等

【国見町】
あんぽ柿、地酒、りんご、
さくらんぼ、もも大福 等

【米沢市】
米沢牛、鯉、米沢ラーメン、
さくらんぼ、りんご 等

米沢北IC

高畠町

国見
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【伊達市】
もも、いちご、
伊達鶏 等

【飯舘村】
いちご、小菊 等

【川俣町】
川俣しゃも、

シルクソフトクリーム 等

【相馬市】
ホッキ貝、小女子、
青のりソフトクリーム、
水ダコ、なし、いちご 等
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米沢ブランドの代表格である米沢牛を味わ
えるレストランや、道の駅オリジナルアップル
パイ・さくらんぼスイーツなど、お土産に最
適。

国見バーガーなどのご当地グルメを手
軽に楽しめる。国見の地酒「あつかしさ
ん」やもも大福がおすすめ。

「伊達鶏」、「だてハーブ鶏」という2つの
鶏肉を楽しめる飲食店や、「いちごサイ
ダー」など特産品も販売。

ブランド地鶏「川俣シャモ」料理を堪
能できるレストランや、絹製品のネクタ
イ、スカーフなどがあり、手織りと染色
の体験もできる。

復興支援から生まれたコ
ラボメニューや、村人手作
りのナツハゼジャムがたっぷ
りかかったナツハゼソフト、
飯舘村産のえごまを使っ
たえごまソフトなども販
売。

松川浦で採れるべっ甲
青のりの入った青のりソ
フトや、ほっきコロッケなど
がおすすめ。

牛、豚、鶏3種の肉を使った「メンチ
カツ丼」や、南相馬市に60年以上
前から伝わる名物のアイスまんじゅう
などが楽しめる。



2．地域活性化への取組み事例

沿線地域の商工会議所連携による観光振興事例
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〇東北中央自動車道（米沢・福島・相馬）の観光ドライブマップ

取組内容

東北中央自動車道沿線3市の商工会議所で組織する、「福島・相馬・米沢地域経済開発懇談会」が観光・ドライブマップを

作成し無料配布。

各地のお祭りや観光情報に加え、東北中央道自動車道の道路地図とグルメ情報・おすすめの道の駅を掲載。

３市間の交通利便性の向上を機に、連携して情報発信することで、広域的な観光周遊を促進。



2．地域活性化への取組み事例

被災地観光（ホープツーリズム）による観光産業の回復

〇福島県観光交流課を中心に取り組むホープツーリズム

▼福島県浜通り地区の主な
被災地観光ツアー

出典：ふくしま復興ツーリズムガイドブックVol.5

 相双地区では、福島駅・仙台駅・仙台空港を拠点としたモデルコースが設けられ、

常磐道や国道115号、原町川俣線を利用経路として周遊が行われている。

取組内容

 福島県浜通り地区では語り部・震災学習を中心に、被災地へ観光客受け入

れる多くのツアーが企画・実施されている。

 実施主体は、ふくしま観光支援センター、自治体観光部署、NPO団体、地

元企業など多岐にわたっている。

取組結果

 被災地ならではの観光として福島での出来事、現状や課題などを「見る」、

「聞く」、「考える」ことができ、自分事として学ぶことができるツアー。

被災地だからこそできる観光スタイルとして福島の観光産業を支えている。
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3．情報提供【広報活動の支援】

復興道路等を活用した広域的な連携交流を支援

道・絆プロジェクトとは、復興道路及び復興支援道路を活用した広域的な連携交流を目的とする事業を支援するもの。

予算は、一般社団法人東北地域づくり協会の公益事業費を活用して実施。

■令和２年度採択福島県の事例（桑折町・伊達市・相馬市）

〇相馬市（観光パンフレット作成）

相馬市

■令和３年度採択事業（福島県）

相馬市

伊達市

国見町

〇桑折宿まちなか街道（伊達氏ルーツを巡るツアー開催）

桑折町

広域観光と
地域交流

〇伊達市（観光案内看板の設置）

伊達市

外国人観光客へも
アピール

全国的な
PRに活用

実施団体名 事業名称

桑折宿まちなか街道
全国山城サミット先行イベント
伊達氏ルーツと桑折宿街道探訪ツアー

伊達市 広域周遊促進サイクリングマップ作成事業

㈱までいガーデンビレッジいいたて
（道の駅「までい館」指定管理者）

相馬福島道路沿線利活用パンフレット
作成事業

相馬福島道路沿線の戦国大名伊達氏縁の地である桑折町、
相馬市、伊達市、国見町が連携し、伊達氏ルーツを巡るツアーを開催。



３．情報提供【交通流動の変化】

高規格道路ネットワーク形成により広域的な交通流動が変化

～ ～～

福島
県北地域

◆常磐道・東北中央道（相馬～福島）の高規格道路ネットワークの整備に伴い、並行直轄国道を含む断面交通量が大幅に増加。

◆会津・福島県北～仙台空港や、茨城～福島県北等の広域利用において、従来ルートから常磐道や東北中央道（相馬～福島）経
由に転換する等効率的なルート選択が可能となり、高規格道路ネットワーク活用による地域間流動が変化。
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仙台空港

会津若松市

いわき市

郡山市

茨城県・
関東方面

相馬市福島市

■北関東からの飯坂温泉へのツアー帰りなど、観光バスの立寄りが増加
しました。

■東北中央道（相馬～福島）は茨城～東北を結ぶ新たなルートであ
り、無料のため磐越道経由に代わり選ばれるようです。

飯坂温泉

道の駅
りょうぜん

【相馬福島道路沿線道の駅の声】

東北道または
国道4号利用
100%

国道115号利用
0%

H28.10月
東北中央道

（相馬～福島）
全線未供用

東北道または
国道4号利用
91%

東北中央道（相馬~福島）
または国道115号利用

9%

R1.10月
東北中央道

（相馬～霊山）
供用済

▼福島県県北地域～仙台空港エリアの経路選択の変化

出典：ETC2.0データ

相馬経由の
アクセスが
新たに出現

▼仙台空港⇔会津の高速バス

会津⇔仙台空港の高速バスルート

従来（東北道経由）

整備後（相馬～福島経由）

茨城⇔飯坂温泉の観光バスルート

従来（磐越道経由）

整備後（相馬～福島経由）

▼主要断面交通量（高規格幹線道路＋並行直轄国道）の変化

沿岸部内陸部

相馬

村田

桑折

福島

郡山

いわき

断面④H17～R2開通区間
H17までの供用区間

高規格道路

交通量の変化（H17→R1）

変化量（百台/日）

100～
50～100
20～50
0～20

増

減

-19

+119

+47

+31

+30

福島⇔宮城県境

栃木・茨城⇔福島県境

至 盛岡 至 釜石

至 宇都宮 至 水戸

至 山形

至 米沢

至 会津若松

断面②

断面③

断面①

+99

+47

+61

※新型コロナウイルスの影響がない時点の最新交通量としてR元.10のデータを使用
※断面は高規格道路と並行直轄国道の合計値（未供用区間は直轄国道のみ）
※R115現道交通量はR2.5.25～29日の実測値を使用
※四捨五入の関係で表示上合計値が合わない箇所あり

【会津若松市バス会社の声】

＋3
+22 +25

-1

■仙台空港への所要時間が東北道経由と同程度となり、無料区間の
東北中央道（相馬～福島）に変更しました。

■ルートの変更後は、福島～相馬間などの需要も取り込み乗車人数が
増加したうえ、安定した運行が可能になりました。



３．情報提供【公共交通の変化】

高規格道路ネットワーク形成により公共交通が充実

9

・常磐自動車道や東北中央自動車道（相馬～福島）等の道路整備によりIC10分圏域が拡大し、人流・物流を支援。
・また、新たな高速道路ネットワークの形成により、いわき市～仙台市の高速バスの経路が常磐自動車経由に変更されたほか、新たな高
速バス路線が設定され、IC付近にパークアンドライドが可能なバスターミナルが立地するなど、公共交通の充実にも寄与。

▼道路整備に伴う効果（高速バス路線の変化）

出典：ETC2.0データ（R2.10月平日）

▼道路整備に伴う効果（IC10分圏域の拡大）

出典：JTB時刻表、交通新聞社時刻表（H22.10、R3.4）および高速バス運行各社HPより作成


